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一■
週
ー
間

ー
暦

■

17
日
(月
)
i
20
日
(木
)

同
学
会

全
学
区
代
議
員
お
よ
び
教
養
部
正
・劃

委
員
長
選
準
投
票
日

各
投
票
所
で

17
日
1
18
日
(火
)

泉
大
蔓
術
部
展

マ
ロ
ニ
エ画
郎
で

18
日

創
立
記
急
日
・記
念
式
典

大
一木
単
業
に
つ
い
て
」
愛
知
県
土
木
部
長

ホ
ー
ル
で
挙
行

一19
日
(水
)

八
島
忠

午
後
一時
か
ら
工
学
部
共
岡

姦
び合金の相変態」藁大教授鈴木
嘉

鯨
漸

奨騨攣

難

窺
饗
会
「禽
望
第
二
嚢
室

秀
次
、
午
後
一時
か
ら
工
学
部
冶
金
学

教
寂窮
一講
義
整

19
日

笹
別
講
演
会
「中
京
地
域
の
土

一

週
間

の
"舌

戦

4開

始

同
学
会

代
議
員

競
争
率
二
倍
の
激
戦

岡
学
会
全
学
区
代
議
員
と教
獲
部
正
副
委
員
長
の
立
候
捕
者
届
出
は
そ
れ
ぞ
れ十
一、十
二日
に
締
切
ら
れ
、
各
派
は

一週
間
の
舌
戦
、
ビ
ラ戦
に
突
入
し
現
在
投
票
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

に

ぶ

い
出

足

ま
ず
教
養
部
正
、
副
委
員
畏選
挙
では

最
初
社
学
岡
、
マ
ル
学
同
(全学
連
主

流
派
)
ン
フ
ト
、
統
一派
の
四派
が
い

ず
れ
も
二
候
楠
を
た
て
て
い
た
が
、十

二
日
に
な
って
社
学
同
、
マ
ル学
同
が

共
闘
体
制
が
成
立
し
フ
ロ
ント
も
こ
れ

を
支
持
し
た
た
め
三
派
は
委員
長候
補

を
八
木
俊
樹
君
、
副
委
員
畏
は
責
川康

雄
君
を
そ
れ
ぞ
れ
三
派
共
同
推
薦し
て

闘
う
こ
と
に
な
った
。
こ
れ
は
全学
連

統
一再
建
を
急
ぐ
三
派
が
反
統
一派
の

線
で
一致
し
た
こ
と
を
示す
も
の
とも

見
ら
れ
、
今
後
の
統
一戦
線
の
動き
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
な
お
▽
候
補
者は

別
製
の
通
り
。

い
っぽ
う
、
代
議
員
選
挙
で
は
定
員
二

十
九
人
に
対
し
候
補
省
は
五
十
八
人
と

ち
ょう
ど
二
倍
の
激
戦
で
あ
る
。
候
補

者
の
内
訳
は
京
大
主
流
派
ー1
十
五
人
、

続
一派
11
十
五
人
、
全
学
連
主
流
派
11

九
人
、
レ
フ
ト
匪
八
人
、
社
膏
同
"
五

人
、
フ
ロ
ン
ト
ーー
五
人
、
無
所
属
11
一

人
と
な
って
い
る
。

今
年
の
選
挙
も
去
年
に
ひ
き
続
き

「六
・
一五
闘
争
の
中
の
選
挙
」
で

あ
る
だ
け
に
各
派
の
論
議
も
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
こ
の
闘
争
を
め
ぐ
っ
て

2
感
じ
で
こ
と
に
統
一派
は
「六

・
一九
平
民
共
闘
」
を
成
功
さ
せ
た

い
と
努
め
て
い
る
.

ま
た
全
選
挙
期
間
を
適
じ
て
の
最
大

の
争
点は
やは
り
全
学
連
再
建
問
題
で

統
一派
と他
の諸
派
と
は
真
っ向
う
か

ら
対
立を
続
け
て
いる
。
こ
れ
は
統
一

派
が
米月
平
民
学
運の
も
と
に
全
学
超

を
再
建す
る
こ
と
を
量
伝
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。社
学
同
、
マル
学
同
な
ど

は
「憲法
闘
争
に
そ
な
え
て
闘
う
全
学

連
の統
一を」
と
呼
び
か
け
れ
ば
、
統

一派
は
「無
条
件
統
一は
分
裂
の
拡
大

再
生
産
を招
く
」
と
や
り
か
え
す
な
ど

平
相
運
動
の再
建
方
針
と
共
に
一致
点

は
見
い
出し
難
い
。

ま
た
日韓
会
談
、憲
法
尚
題
な
ど
の

ほ
か
、
学
畏選
挙
権
の拡
大
を
呼
び

か
け
て
い
る
のも
今
年
の特
色
で
あ

る
。

投
票
は
二
十
日
ま
で
休
日
を
は
さ
ん
で

一週
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、

十
五
日
現
在
投
票
者
は
二
百
五
十
人
ほ

ど
で
あ
り
、
投
票
が
成
y
す
る
た
め
に

は
数
日
の
期
間
延
期
が
な
さ
れ
る
公
算

が
強
い
。

十
八
日
に
記
念
式
典

六
十
六
圃
創
立
記
念
日

京
大
は
十
八
日
で
六
十
六
回
目
の
創
立

紀
念
日
を
む
か
え
る
が
、
紀
念
式
典
が

当
日
十
時
か
ら
大
ホ
ル

で
開
か
れ

る
。
式
典
は
、
総
長
、
学
生
代
衷
の
式

辞
な
ど
に続
い
て
、
永
年
勤続
者
(三

十
年
と
二
十
年
)
の
表
彰
が
あ
る
が今

年
度
は
二
十
六
人
が
表
彰
さ
れる
予

定
。

部
十
日
か
ら
E

養教
号
館
を
使
用

(日
号
館
)は
こ
の程
工
購
を
終
り
、
十

日
か
ら
使
用す
る
こ
と
にな
った
。
E

掃
館
は
工
費
六手
八
百
二十
万
円
、
延

延
輝
九
百
五
十
坪
の四
階
建
で
あ
る
。

教
室
数
は
十
二
で
そ
のう
ち
大
講
議
室

四
(三
百
七
十
人
収
容-
一、
一冒
五
一

+
人
馨

-
二
三
百
三
丈

蚊
容
二

小
舗
議
星
八
で
あ
る
。研
究
整は
十
九

昨
年
九
月
に漕
エ
し
た
教
養
部
新
館
藁

魅

科
学
系
の教
自
が入
る
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(愛 付 順 ・役 劇 ま現 職 の み)

≡ ● 教 養 部 正 ・副 委 員 長

≡ 〈委 員 長 〉 八 木 俊 樹(経2・ 京大 主 流 派)目 黒 有 史

≡(文2・ レ フ ト)角 田惇(経2・ 統 一 派)

≡ 〈副 委 員 長 〉 湯 川 順 夫(文2・ レフ ト)吉 川 康 夷

≡(文1・ 全学 連 主 流派)森 π融 道(農2。 統 一 派)

≡・同学会代顧 全学区
≡ 八木 健 彦(京 大 主 流 派 ・文3・ 岡学 会 委 員 長)茂 田 一 壽

≡ 義(同 ・教2・ 同 学 会 將記 長)中 条健 二 郎(同 ・文1)≡

≡ 宗宮 典 子(同 ・法D澗 田祐 一 郎(岡 ・法4・ 岡 学 会 代 妾

≡ 議 員会 議畏)八 木 俊 樹(同 ・法2)宮 地 洋 二(岡 ・法2・ ≡曇

教養 部 副 委 員長)竹 内 陽一く高 。工2)塩 見 孝 也⊂岡 ・文 呈

毒2)阿 部 功(同 ・経2)吉 田篤 彦(岡 ・理3・ 瑠学 部 委 員 ≡

長 長)墨 野 紘 一(同 ・文3・ 文 学 部 委員 長)後 藤浩 治(間 。 茎

量 工3・ 工 学 部委 員 長)申 野博 行(同 ・医 本1)高 瀬 泰 司 ≡

≡(岡 。理3・ 府学 連 委 員 長)大 崎 安 彦(レ フ ト ・理1)服 量

≡ 部 好彦(同 ・工1)高 木正 喬(同 ・文2)湯 川 順夫(岡 ・ ≡

≡ 文2)目 黒 有 史(同 ・文2)池 田 俊 弥(全岸 連 主流 派 ・農 ≡

≡2)久 米 一 弘(岡 。理1)古 川 康 二(周 。文1)井 筒 紀 彦 ≡

垂 く同 。理2)柳 沢秀 行(岡 。農2)藤 蘭泰 作(岡 ・理3)マ 曇

≡ サ キ靖 男(同 ・理3)村 上次 郎(同 ・文8・ 文学 部 副 委 ≡

≡ 員 長)西 村 光 雄(統 一 派 ・経3・ 経済 学 部 同 好会 委 員 ≡

≡ 畏)小 野 秀 生(岡 ・文2)重 森 暁(岡 ・文2)角 田惇(同 ・ ≡

≡ 経2)森 川 弘 道(岡 ・農2)森 英 樹(同 ・法2)清 水 伴 雄 ≡

;(同 。法2)中 井由 紀 子(同 。法2)高 田康 孝(岡 ・理1)≡

妻 田 中真 人(同 。文2)永 島璽 朗(フ ロ ン ト・文1)樺 島 正 ≡

≡ 法(同 ・法3)赤 木 明 夫(同 ・法1)崎 聞昌 一 郎(同 ・法 ≡

≡3)篠 井保 彦(同 ・法1)佐 々木 一 雄(統 一 派 ・法4・ 法 ≡

≡ 学 部 委員 長)広 川禎 秀(同 ・文3)森 下一(同 ・医2)西 ≡

妻 山 勝 夫(周 ・工3)岩 本 智 之(商 ・理4)上 山 和 男(レ フ ≡

≡ ト ・農4)西 村 祐紘(同 ・経4)菅 原 勉(同 ・工3)小 林 ≡

● ≡ 襲 治(全 学 連 主 流派 ・経2つ 大西 靖 生(社 青 同 ・法4)丸 ≡

≡ 山 敬 一く 同 ・法3)高 浜 浅 治(同 ・法4)吉 田 祥 一(同 ・ ≡

≡ 法2)守 屋 義 雄(同 ・文3)下 江秀 行(無 所属 ・医2)≡

≡ 以上58人(定 員29人)≡
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(写翼は完成した教養郡E号 館)

美
術
部
で
展

講
部
王
催

覧
会
を
開
く

の
展
覧
会
が

+
吾

か
・
杏

ま
で
の
四
昌

、
}

河
原
町
蛸
藁
舳
の
マ
ロ
ニ
エ
画
廊
で
開

かれ
てい
る
.
今
回
の
展
覧
会
は今
年

初
め
て
の学
外
展
で
出
品
数
三
十
余
り

で
ある
.
奨
術
部
は
今
年
度
部
員
数
が

百
人
を
越
え
、
い
っそ
う
の
積
極
的
な

活
動
を
進
め
る
方
針
で
貝
体
的
な
も
の

で
は
、
八
月
お
よ
び
九
月
の
初
旬
に
全

関
西
大
学
夷
術
連
羅

、
O
B
を
も
含

め
た
大
規
模
な
美
術
郡
展
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
る
.

全
関
西
か
ら
四
千

神
戸
米
領
事
館
を
包
囲

た
.
こ
の
た
め
、
学
生
は
そ
の
ま
ま
集

会
を
続
行
"夜
学
連
4
デ
モ
に
き
り
か

え
る
た
め
に
待
機
す
る
と
い
う
あ
り
さ

ま
だ
った
.

六

・
一
九
に
も
参
加

岡
学
会
の
闘
争
予
定

同
学
会
で
は
六
。
脚五
に
続
く
闘
争
と

し
て
六
二
九
闘
争
に
参
加
し
つ
つ
六

・二
五
闘
争
に
全
力
を
榮
中
し
て
闘
う

め
の集
い
で
あ
る
.
日
本
政
府
は
朝

鮮
独
11以
釆
、
先
年
の
世
界
卓
球
選

手
椎
大
会
の
時
以
外
朝
鮮
人
の
往
来

を認
め
て
い
な
い
,

六

・
一
五

関
西
学
生
総
決
起
簾
会
が
十
五
日
神
月

で
京
都
府
学
運
、
大
阪
府
学
迎、
兵
國

県
学
連
を
中
心
と
す
る
四
手
人
の
学
生

の
参
加
の
下
に
開
か
れ
た
。
こ
の
日
、

京
大
で
は
教
積
部
を
は
じ
め
理
学
部
、

経
済
学
部
、
法
学
部
な
ど
で
授
漿
放
棄

が
行
な
わ
れ
、
朝
か
ら
各
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
ク
ラ
ス
に
よ
る
ビ
ラ
配
り
な
ど
の
市

民
への
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
って
か
ら
、

十
時
三
十
分
吉
田
正
門
前
込
場
で
全
京

大
集
会
が
開
か
れ
た
。
集
会
に
は
八
百

人
の
学
生
が
集
ま
り
、
八
木
同
学
会
金

員
長
の
基
調
報
告
な
ど
あ
った
の
ち
待

期
し
て
い
た
十
台
の
バ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ

分
乗
し
た
。
な
お
同
志
社
大
学
か
ら
三

百
人
、
立
命
大
学
か
ら
四
百
人
の
学
生

が
滲
加
し
た
。

三
時
か
ら
市
庁
前
に
待
機
し
て
い
た

神
戸
大
学
工-五
百
人
、
大
阪
市
大
五

百
人
、
和
歌
山
大
学
七
十
人
、
そ
の

他
関
西
学
院
大
学
、
神
戸
商
船
大
学

な
ど
の
学
生
と
合
流
し
て
た
だ
ち
に

市
庁
前
集
会
を
行
な
った
.
集
会
で

は
三学
連
の
連
帯
を
強
く
し
さ
ら
に

こ
こ
で
全
学
連
統
一に
向
け
て
、
五

イ

ン
ド

に十
出一
発月

 

京
大ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ブ
は

初
め
て
の海
外
学
術
調
査
隊
を
派
遺
す

る
予
定
で現
存
外
務
省
か
ら
の
渡
航
許

可
を待
っ
て
いる
。

こ
ん
ど計
画
し
て
い
る
の
は
「イ
ン

ド
㌔
セイ
ロン
学
術
蘭
査
隊
」
(顧

問
・薬学
部木
村
康
一教
授
、
教
養

部
山下
孝
介
教
授
)
で
隊
員
は
次
の

四
露
で
いず
れ
も
京
大
大
学
院
学

●

セ
イ

ロ

ン

へ

農
・工
・医
な
ど
の
分
野
で

二
(工
学
部
)
習
柳
良
明
(楽
学

部
)
井
上
修
繭
(同
)

岡
隊
は
今
年
十
一月
下旬
に
海
脳
セ
イ

ロ
ン
に
渡
り
二
十
日
聞岡
地
で
調
奄
し

た
あ
と
、
十
=
月下
旬
から
約
七
十
日

間
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
各地
で
の
学
術

調
査
を
す
ま
せ
て
釆
年
三月
に
帰
園
す

る
予
定
で
あ
る
が
、
同
隊計
画
脅
に
よ

篇

婁

(肇
部
)
入
墾

れ
ば
「餐

の
現
状
と韓

流
」

さ
き
の
三
ゼ
ミ
に
対
す
る
応
募
学
生

「工
箕
の
現
状
と
技術
提
携
」
「風
止

数
は
す
で
に
五
十
人
に
近
く
、
こ
の

病
と
衛
生
思
想
」
「医
学
お
よ
び薬
学

ほ
ど
発
表
さ
れ
た
三
ゼ
ミ
に
対
し
て

関
係
の
諸
問
題
」
を
中
心課
題
と
し
て

も
現
石
多
数
の
応
募
者
が
あ
る
。

イ
ソ
ド
・セ
イ
ロ
ン
両
国
の
目然
、
産

今
度
新
た
に
開
講
さ
れ
た
ゼ
ミ
の
内

一薮
鯉
誘
簗
舞
調査
論
驕
難
奪
薩
繋

に
つ
いて
の
請
問
題
」(マ
ル
ク
ス
主
義

国
家論
と
福
祉
国
家
論
の
研
究
が
主
)

経済
学
ゼ
ミ
・溝
川
助
教
授
、
テ
ー
マ

「ケイ
ン
ズ
経
済
学
の
批
判
的
検
討
」

府
も
饗

に
慧

的
と
い
わ
れ
る
・

(穿

ンズ
経
璽

の
歴
史
的
蕩

か

ま
た
同
隊
は
ニ
ュー
ギ
ニ
ア
の
最
高
峰
ら
の解
明
、
テ
キ
ス
ト
「ケ
イ
ン
ズ
」岩

カ
ル
テ
ン
ス
ツ
山
(五
干
十
折
)
の
登

波新
欝
)
社
会
学
ゼ
ミ
.足
利
助
教
授

頂
を
試
み
る
計
醐
も
あ
る
。

テー
マ
「ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
と
ナ
チ

」
(ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
、
ナ
チ
の
下

に
崩
れ
去
った
原
因
を
追
求
し
、
現
在

経
済

への
教
訓
を
ひ
き
だ
そ
う
と
す
る
も
の

ど
新
た
に
、
政
治
学
、
社会
学
、鮮
済

)
以
上
い
ず
れ
も
定
員
十
人
程
度
で
、

簗

捲

襯
を発表し受講者
一開舘

諏

耀
ギ
胃

さ
き
に
新
部
畏
に
選
ば
れ
た
柴
田
実

教授
と
教
養
部
制
度
に
つい
て
会

見し
た
が
、学
生
を
中
心
と
す
る
ゼ

ミ
開
講
へ
の動
き
、
ま
た
そ
の
趣
旨

に賛
同
し
、制
度
化
さ
れ
る
ま
で
に

は
、な
お
制
度
委
員
会
な
ど
で
の
検

討
が必
要
であ
る
が
、
現
在
、
可
能

な
と
こ
ろか
ら
でも
教
冒
と
学
生
が

話
し
合
っ
て改
善
し
て行
く
地
道
な

活
動が
必
要
であ
る
と
韻
った
。

へ

二
五
闘
争
の
慧
義
を
評
価
し
つ

つ
、
全
国
的
な
学
生
運
動
を
勝
ち
と

る
べ
く
強
固
な
慧
志
を
確
認
し
た

「原
子
力
潜
水
舷
密
港
反
対
」「日韓

会
談
反
対
」
を
申
心
と
し
た
闘
争蜜

言
が
採
択
さ
れ
た
後
四
千
人
に
の
ぼ

る
デ
モ
隊
は
京
大
を
先
盟
と
し
て十

六
列
の
体
列
を
組
み
米
鎖
礁
朗
へ
向

け
て
出
発
し
た
。
領
畢
館
は
機
動
隊

と
装
甲
軍
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た

が
、
デ
モ
隊
は
機
動
隊
と
衝
突
す
る

こ
と
な
く
、
領
亭
館
正
門
前
で
の
抗

議
集
会
が
機
動
隊
と
に
ら
み
あ
い
な

が
ら
正
門
前
の
通
路
一ぱ
い
に
学
生

.

東

京

で

は

千

探
険
部
も
西
イ
リ
ア
ン
に

六
・
一五
闘
舶
は
全
国
学
生
統
一行
動

日
と
し
て
戦
わ
れ
た
が
、
菓
京
で
は
六

・
醐五
実
行
委
の
下
で
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
全
部
約
千
五
百
人
の
学
生
を
集

め
て
集
会
が
鵬
か
れ
た
。
集
会
で
は
.

米
原
子
力
潤
水
艦
裾
港
反
対
π
を
中
心

が
座
り込
みを
行
な
う
中
で
約
三
十

分
にわ
た
って
お
こ
な
わ
れ
た
。

つ
づ
い
てデ
モ隊
は
同
し
く
十
六
列
の

体
列
で兵
距県
庁
に
向
か
った
.
し
か

し
県
庁前
には
伽
亭
館
か
ら
移
動
し
て

き
た
二
千人
の機
動
隊
が
待
機
し
て
い

て
こ
こ
で
は
かな
り
の
は
げ
し
い衝
突

が
あ
り数
人
の学
生
が
負
傷
し
指
揮
を

し
て
い
た
京
大
の茂
田
一義
潤
が
逮
捕

さ
れ
た
.デ
モ隊
は
た
だ
ち
に
県
庁
前

で
抗
議
集
会
を開
き
、
一時
聞
爵く
機

動隊
と
にら
みあ
った
が
七
埼
す
ぎ
そ

[の
ま
毒

し
た
.

4
た
京
大
鍋
環
部は
西イ
リ
ア
ン
(ニ

ュー
ギ
ニ
ア
)
の
学術
燗
査
と
探
険
を

計
画
し
、
外
務
省に
申
請
中
で
あ
る
が

渡
航
許
可
が
お
りる
の
は
ほ
ぼ
碓
実
と

み
ら
れ
て
いる
。

こ
の
隊
は
A
G
K
(京
大
学
士
山
岳

会
)
の
ヒ
マラ
ヤ
の
ヘテ
ラ
ン
加
籐

泰
安
氏
を
隊
長と
す
る
「西
イ
リ
ア

ン
学
術
調
査隊
」
で
、
今
年
十
=

二
月
に
画
イリ
ア
ン
に
渡
り
自
然
、

民
族
の
研
究
を
行
な
う予
定
。
同
地

は
最
近
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の帰
属
が

決
ま
っ
た
も
の
の
未
開民
族
が
多
く

調
査
も
逓
ん
で
い
な
い
ので
同
国
政

W
U
S
主
催

教
養
部
ゼ
ミ
さ
ら
に
三
ゼ
ミ
(政冶社会)登
場

W
U
S
を
中
心
とす
る
教
養
部
制
度
研

究
会
で
は
、
さ
き
に教
養
部
の
三
つ
の

ゼ
ミ
の
開
講
を発
表
し
た
が
、
こ
の
ほ

五

百

人

と
し
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
を採
択
、
地方
報

告
な
ど
が
行
なわ
れ
た
。し
かし
、
外

務
省
デ
モ
は
機
動
隊
が会
場
を
取
り
か

こ
み
、
ほ
と
ん
ど
一歩
も
音
楽
堂
を出

る
こ
と
が
で
き
ず
、
[部
が
亦坂
方
面

に
向
っ
た
が
押
し
か
えさ
れて
し
ま
っ

神戸米領峯館前に座り込んで抗臓集会を
開く学生たち

こ
と
を決
定
し
た
.
六
・
一九
闘
争
は

クラ
ス討
論
の日
が
月
曜
日
一日
に
限

ら
れ
る
た
め取
り
組
み
に
は
か
な
り
の

閑難
が
予
想
さ
れ
る
.
六
・二
五
は
全

国
ゼネ
スト
と
し
て
闘
わ
れ
る
中
で
京

大
で
は
全掌
スト
ラ
イ
キ
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。

「
日
朝
青
年
の
集
い
」

二
十
一日立
大
で
開
か
る

日
朝
友
好協
会
、朝
鮮
人
留
学
生
同
盟

朝
文
研
主催
の
「日
朝
青
年
宇
生
の
集

い
」
は
米
る
二
十
一日
午
後
二時
か
ら

立
命
館
ホー
ル
で開
か
れ
る
。
プ
ログ

ラ
ム
は
氷
川
博
V
命大
総
長
、
金
圭
昇

朝
鮮
商
校
畏
、
豆
川文
彦
尿大
教
授
の

溝
演
の
ほ
か
朝鮮
映
幽
「套
舎伝
」
舞

踊
、
合
唱
な
ど
。

こ
の
集
い
は
、
存日
朝
鮮
人
の裾
国

往
来
と
日
朝
両
国人
の
国由
往
米
を

促
進
す
る
よ
う
各方
面
に
訴
え
る
た
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先
般
、
京
都
で
日
本
都
市学
会
が開
催
さ
れ
、

そ
の
主
要
な
論
題
の
一つ
に
「開
発
と
保
存
」
が

と
り
上
げ
ら
れ
討議
さ
れて
いて
、
新
聞
紙
上
に

そ
の
内
容
が
大
きく
報
し
ら
れ
た
.
近
年
、
都
市

の
機
能
の
質
的
改
善
と嵐
的
拡
張
の
傾
向
に

-

対
応
す
る
力
策
と
し
て
都
市
の再
開
発
が
強
融

コ

リ

く
要
謂
さ
れ
て
き
て
い
る
曾
こ
う
し
た開
発

㎜

に
あ
た
っ
て
開
発
地
域
内
に
含ま
れる
地
上

や
地
下
の
歴
史
的
遺
産
の
保
存
の問
題
が関
係
し

て
く
る
。
現
に
大
阪
市
に
お
け
る難
波
宮
遺
跡
と

合
同
庁
舎
の
建
設
、
奈
良
命
に
おけ
る
平
城
宮
跡

の
土
地
国
有
買
上
げ
の
問
題
、興
福寺
伽
蓋
と
奈

艮
県
庁
舎
の
環
境
保
全
の
問
題
、あ
る
いは
京
都

市
に
お
け
る
国
際
会
議
場
の
建
設
と
出
代瓦
窯
跡

の
問
題
な
ど
開
発
に
と
も
な
う歴
史
的
遺
趾の
保

存
の
例
が
問
題
化
し
て
い
る
.

遺
跡
の停
在
が
予
測
さ
れ
、
ま
た
現
実
に
存
在

し
て
いる
と
こ
ろ
に
伺
も
敷
地
を
え
ら
ば
な
く
て

も
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
建
設
当
局
者
の

無
副
画
さ
や
歴
史
的
遺
産
に
対
す
る
認
識
の
欠
如

を
批
判
す
る
だ
け
で
は
、
こ
の
穐
の
覇
例
は
跡
を

た
た
な
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、
喋
庁
舎
の
ビ
ル
の
建

設
に
よ
って
興
福
寺
境
内
の
景
観
が
損
わ
れ
る
砧

果
を
招
い
た
と
し
て
も
現
状
で
は
こ
の
計
画
を
法

開

発

と

保

存

」
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川

上

貢

的
に
許
可
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
が

国

の
文
化
財
保
謹
行
政
は
個
々
の
物
件
に
対
す
る

法
的
保
存
を
行
な
う
が
、
掬
足
物
件
を
含
め
た
四

周

の
潔
境
保
俘
に
つ
い
て
は
何
ら
の
措
跨
を
考
慮

し

て
い
な
い
と
こ
ろ
に
盲

月
が
あ
る
。
ま
た
役
所

の
内
部
で
文
化
財
関
係
と

一
般
の
建
築
泊
可
、
指

醇
に
当
る
機
構
の
あ
い
だ
に
横
の
珊
絡
を
も
た
な

い
役
所
グ
セ
ク
ト
組
織
も
あ
ず
か

っ
て
い
る
。
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地
下
の
埋
威
遺
跡
で
は
発
掘
し
な
い限
り
遺
跡

の
内
各
や
保
存
の
力
法
も
予
測
で
きな
い。
開
発

工
亭
に
先
y
っ
て
発
掘
調
査
を
行
なえ
ば
理
想
削

だ
が
、
土
地
の
所
有
纏
や
発
掘
によ
る
損
嵜
補
償

そ
し
て
綱
査
費
用
の
調
達
な
ど
稽
な々
閻
題
が
山

積
し
、
容易
に
手
を
つ
け
ら
れな
いの
が
実
情
で

あ
る
。
そ
こ
で
開
発
工
畢
に便
乗
し
て
調
査
す
る

場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
そ
こ
には
工
事
期
聞

-
や
調
査
費
の
魚
で
制
限
が加
えら
れ
十
分
な

還
籠
黎
励髪
裟
鑛

に
問
題
が
複
雑
化
し
て
くる
。

京
都
や
奈
良
の
よ
う
に
古
い
歴史
を
も
つ
都
市

の
再
開
発
は
い
つ
も
歴
史
的遺
麗に
か
か
わ
り
を

も
つ
と
告
っ
て
も
百
い
す
ぎ
でな
い.
再
開
発
が

必
至
で
あ
れ
ば
あ
る
程
に同
時
に
こ
れ
ら
の
遺
産

の
保
存
を
く
み
い
れ
た
計画
を
た
て
る
こ
と
が
最

も
璃
ま
し
い
。(京

大
工
学
部
助教
授
・建
築
史
)
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「分
子
生
物

学
」
ゼ
ミ
も

生
物
物
珊
著
手
グ
ル
ー
プ
で

京大
生
物
還
理
若手
グ
ル
ー
プ
圭
催
に

よる
「分
子
生
物
学
セ
ミ
ナ
ー
」
が
七

月
八
・九
・十
日
の
三
日
間
京
大
基
礎

物
浬
研
三躍
講
義
室
で
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
.対
象
は
教
獲
部
お
よ
び
学

部学
生
で
、内
否は
入
門
凶
、
啓
蒙
剛

なも
の
であ
る
.

分子
生物
学
と
は
生
物
の
塘
本
的
な

現象
を
分
チ
のレ
ベル
で
物
躍
学
的

・
化学
圏に
解
明
す
る
も
の
で
、
こ

の
分
野
にお
け
る
研
究
は
現
在
大
き

く
進
歩し
てお
り
、現
在
ま
で
の
研

究成
果を
発
表
す
る
も
ので
あ
る
.

申
し
込
みは
由岡
書店
("
学
生
謹
房

ー
1百
万
遍
)
ま
たは
ウ
イ
ル
ス
研
物

理
部
(医
学
鄙微
生
物
教
努地
下
)
ま

で
.
綿切
りは
七
月
六
日
.

七
月
八
日午
前

芦
田譲
治
(矧
学
部

植
物
)
「挨
拶
」

福富
秀
雄
(基
礎

物
理研
)
「分子
生物
学
の形
成
」

午
後

川
出
由
己
(ウ
研
)
「核
酸
の

構
蓮
と
は
た
ら
き
」

九
日
午
前

木
原
弘
二
(ウ
研
)
「蛋

白
質
の
生
合
成
」
午
後

由
艮
隆
(ウ

研
)
「バ
ク
テ
リ
ア
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス

の
遺
伝
学
」

十
日
午
前

寺
本
英
(碑
学
部
物
理
)

「生
体
の
速
動
」
午
後

学
生
と
舖
師

と
の
懇
談
会

「京
大
生
の
糟
神
状

騨
態
は
十
二
%
が
異
常
を

示
し
て
い
る
去
々
…
…

」
と
い
う
面
白
い
調
査

が
あ
った
.
京
大
保
健

診
療
所
の
「N
・S
テ
ス
ト
」
が
そ
れ

で
あ
る
。
身
体
検
査
と
岡
時
に
や
っ
た

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
京
大
生
が
対
象
に

な
った
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
出
さ
れ

た
「全
獄
大
生
の
"糟
神
白
雷
π
」
は

"か
な
り
シ
ョ
ソ
キ
ン
グ
4
で
あ
る
と

新
聞
が
報
し
て
い
る
▼
例
え
ば
不
安
感

に
お
そ
わ
れ
て
い
る
者
が
二
十
一
・六

%
睡
眠
陣
醤
が
二
十
・五
%
、
周
囲
へ

の
異
需
執
着
を
お
ぼ
え
る
十
五
・九
%

も
の
ご
と
を
決
め
ら
れ
な
い
十
二
%
、

憂
う
つ
十
一
・
一%
、
劣
等
感
八
・五

%
、
そ
れ
に
目
殺
希
畢
者
が
一
。六
%

(百
五
十
人
)
と
い
う
わ
け
で
、
我
々

か
ら
み
た
ら
"同
類
見
つ
け
た
り
β
と

頼
も
し
く
な
る
よ
う
な
数
字
だ
が
、
や

は
り
世
間
で
は
"赤
信
号
π
に
な
る
ら

心

一撒礎
癩羅
艘
鞭

気
が
た
だ
よ
う
ハズ
で
あ
る
が
、
一見

し
て
そ
う
見
え
な
い
の
は
ど
う
い
う
わ

け
だ
ろ
う
。
(但
し
凶
部
構
内
は
除
く

)
憂
う
つ状
態
、
ふ
る
え
、
し
び
れ
、

幻
想
、
妄
覚
、
離
人
感
(自
分
を
目
分

と
感
し
な
い
)
思
考
障
害
、「自
殺
希
望

…
…
と
い
う
精
神
状
態
の
豊
篇
さ
に
あ

こ
が
れ
る
学
生
も
跡
を
断
た
な
い
は
ず

だ
▼
サ
ル
バ
ド
ル

・ダ
リ
、
ポ
ロ
ツ

ク
、
ア
ン
リ
・ミ
シ
ョー
、
デ
ュビ
ュ

ソフ
ェ、
マル
セ
ル
・デ
ュレ
ヤ
ン
、

ル
ド
ン
の
絵
を
見
て
イ
ジ
ド
ール
・デ

ェカ
ス
、
ラ
ン
ボ
ー
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

ポ
オ
、
ア
ポ
リ
↑
ル
、
ジ
ヤ
ン
・ジ

ユネ
、
プ
ル
ド
ン
、
サ
ド
に
読
み
ふ

け
って
、
時
に
は
モ
ダ
ン
・ジ
ャ
ズ
で

も
聞
い
て
、
ジ
ョン
・ケ
ー
ジ
を
見
に

(?
)
行
こ
う
と
い
う
学
生
は
い
っ
た

い
ど
う
な
る
の
か
な
。
や
は
り
「異
常

」
に
も
色
々
あ
る
ん
だ
ろ
う
▼
「異
常

学
生
」
に
対
す
る
「非
異
常
学
生
」
の

イ
メ
ー
ジ
は
浮
か
ん
で
こ
な
い
と
い
う

の
が
ボ
ソク
ス
の
戸
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
"程
度
"
の
問
題
な
の
か
。
医
学
上

の
埋
想
的
人
聞
と
は
何
を
指
す
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
保
健
体
肯
の
授
策
で
も
教

え
て
い
な
い
と
思
う
が
三
:…
・1

0

勘
警

㍊
/

レ

、ー

ニ

ン
喉

靴

軍
命
家

・
政
治
家
と
し
て
の
レ
置
ニ
ソ
に
っ
い
て
畜
か
れ
た
も
の
は
数
多
い
が
魅
こ
の
書
の

よ
つ
に
レ
署
ニ
ン
の
活
動
と

レ
竃
ニ
ン
主
義
の
形
成
を
慶
史
の
動
き
の
な
か
で
と
ら
え
、
そ

の
哲
学

・
縄
済
・
政
治
巴
想
に
つ
い
て
と
ら
わ
れ
な
い
眼
で
休
系
的
に
解
明
し
た
も
の
は
他

に
は
な
い
画
劃
的
電
労
作
甲。

B
6
判

●
九
六
〇
円

野河浅海

田
叉
状
/
哲

学

入

門

響
学
と
は
い
か
な
る
学
問
で
あ
り
、
い
か
な
る
目
的
を
も
っ
て
16
求
さ
れ
る
か
と
い
う
ζ
と

を
、
で
き
る
だ
け
身
近
に
ひ
き
つ
け
て
浴
い
洞
察
を
く
わ
え
、
入
間
的
生
の
徹
底
的
反
省
と

し
て
の
そ
の
本
質
を
さ
ぐ
り
.
哲
学

の
す
が
た
を
平
明
に
し
め
し
た
。
全
書
判

●
三
八
〇
円

野
讐
軸/
経

済

学

入

門

.

日

罎

臭

と

経

済

理

論

オ
来

の
概
説
書
の
よ
う
に
、
た
ん
な
る
用
語
や
概
念
の
解
畿
に
お
わ
る
ζ
と
な
く
、

「
現
代

に
生
き
る
人
閥
」
と
し
て
の
深
い
歴
史
的
感
覚
か
ら
鐸
済
学
の
性
格
と
問
題
性
を
さ
ぐ
り

.

社
会
科
学
と
し
て
の
統

一的
把
握
を
め
ざ
し
た
新
鮮
な
ア
ブ
ロ
驚
チ
・
B
6
判
・
嵩
八
〇
円

蹴
讐
/
賃

金

法

則

論

資
本
主
義
と
祉
会
主
義
の
両
体
制
の
も
と
に
お
け
る
嘔
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
金
法
則
を
理
論
と
理

実
の
両
側
面
よ
り
そ
の
質
的
な
相
違
を
す
る
ど
く
分
折
し
、
賀
金
理
論
の
解
明
に
正
し
い
方

向
を
示
し
た
野
心
的
な
力
作
。
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獅第1155号

学園評論

臼
治
会
選
挙
に
の
ぞ
ん
て

9・口…

す
で
に
十
三日
か
ら
開
始
さ
れ
た
同

学
会
全
学
区
代
躍員
、
教
養
部
正
副
委

員
長
選
挙
に際
し
、
わ
れ
わ
れ
は
い
か

な
る
態
度で
、
いか
な
る
視
点
か
ら
こ

れ
に
朗
処す
ぺき
で
あ
ろ
う
か
?

周知
のよ
う
に
昨
年
来
大
学
響
理法

が
政
府
の
璽要
な
「人
づ
く
り
」
政
策

と
し
て
提
起さ
れ
て
き
て
い
る
.
大
学

を
国
家
統制
の
下
に
整
備
し
よ
う
と
す

る
こ
の
試
みが
、
当
面
政
治
情
勢
の
中

心
から
去
りて
い
る
と
は
い
え
、
中
央

教青
審
縦
会
が
ダ
メ
押
し
の
よう
に
し

て
虫る
一月
二
十
八
日
に
文
郎
大臣
に

提出
レ
た
答
申
案
で
は
、
員
体
的に
掌

生
自治
会
の
検
討
腿
御
用
学
生会
への

敬
魍
の
疋
図
を
露
骨
に
打
ち出
す
ほ
ど

の
ふ
く
ら
み
を持
っ
てき
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
のよ
う
な権
力
の
意
図
は
、

一つ
は認
証
官
、
大
学
運
嘗
協
議
会
と

い
う
教育
ヒ
エラ
ル
キ
ー
俸
成
の
中

に
、ま
た
早
大
、
慶
大
な
ど
で
見
られ

る
よ
う
に
新
た
に
第
二
学
生
目
治
会
作

成
への
動
き
、
政
治
活
動
の
票
止等
々

に
よ
って
着
々
と
実
地
に
移さ
れ
つ
つ

あ
る
。

サ

加
え
て
、
先
日
の
「ポ
ポ
ロ
座
事
件
」

最
蔦
裁
判
決
は
、
単
に
行
政
者
の
みな

ら
ず
司
法
の
府
自
ら
が
権
力
の下
での

価
値
判
断
を
行
な
い
、
学
生
の自
治
活

勘
に
明
確
な
形
で
対
処
す
る
と
いう
姿

鴨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
.

わ
れ
わ
れ
は
、
今
回
の
選挙
に対
処

す
る
に
あ
た
り
、
右
の
事
笑を
ま
ず
何

よ
り
も
は
っ
き
りと
認
識
す
る
必
嬰
が

あ
る
だ
ろ
う
。学
生
目治
会
が
こ
れ
ま

で
の
遮
動
囚
抄
の故
に
、
権
力
に
よ
り

全
否
足の
宣
・門が
下
され
、
そ
の
作
菓

が
徐
々
に開
始
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

O
では
、
この
よ
う
な
情
勢
は
さ
ら
に

ど
の
よう
な
全
体
的
な
見
取
り
図
の
中

の

に押
し
こめ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か?
そ
し
て
、
学
生
運
動
は
闘
ら
を
防

衛
す
る
一方
、
よ
り
大
き
な
視
点
と
し

て何
を
捉
え
、
実
践
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
いの
で
あ
ろ
う
か
?

・:二
:・

第
一に
強
調
し
た
い
の
は
、
す
で
に

わ
れ
わ
れ
が
何
度
か
述
べ
て
き
た
こ
と

ー
す
な
わ
ち
、
現
在
の
日
本
資
本
主
義

は
明
ら
か
に
慶戦
後
状
況
"
従
属
4
か

ら
脱
し
、
総
資
本
の
眼
は
国
囚
市
場
、

国
外
市
場
を
と
わ
ず
世
界
資
本
主
繭
請

国
と
の
過
裂
な
競
争
を
要
求
し
、
要
求

さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
り
、
こ
の
た
め

国
家
権
力
の
よ
り
一
層
の整
傭を
求
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
であ
る
。
そ
の政

治
的
表
現
と
し
て
憲法
改
愚
があ
る
と

い
う
こ
と
ー
こ
の
ダ
イナ
ミ
ソク
な
展

開
を
閂
び
強
調
し
てお
き
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、
学
生運
勘
・学
生
目
泪

会
の
裏
求
す
るも
のお
よ
びそ
の課
題

は
、
こ
れ
ま
で
の学
生
遮
動
がそ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
正し
い政
治
方
針
を

持
ち
、
そ
れ
を笑
践
す
る
ζ
と
に
よ
っ

て
し
か
展
望
を切
り
開
く
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
は明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
特

殊
な
現
情勢
下
に
あ
って
は
右
の
箪
笑

こ
そ
が
わ
れわ
れ
の軸
と
な
ら
ね
ば
な

ら
な
い
か
ら
であ
る
。

ま
た
、米
原
子
力
潜
水
髄
寄
港
問
題

を
期
に再
び
ク
ロー
ズ
・ア
ップ
さ
れ

て
き
た平
和
運
動
の
再
建
の
方
向
も
、

決
し
て
一般
的
な
カ
ン
バ
ニア
運
動
に

の
み
解消
し
て
は
な
ら
な
いだ
ろ
う
。

既
成
の
巡
勤
が
形態
、内
容
と
も
に
す

で
に
閉
鎖
的
に
固
定
化
し
て
い
る
実
状

を
噛
視
し
抵
抗
闘
争
の
側
面
の
再
評
価

と
と
も
に
、
平
和
運
動
を
飼
別
的
な
も

の
か
ら
さ
ら
に
艮
体
的
な
反
帝
、
反
権

力
闘
争
へ
の
叶
揚
を
目
的
意
識
的
に
遺

求
す
る
こ
と
を
怠
って
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
、
国

家
裡
力
への
集
約
化
が
擢
力
自
身
に
よ

りて
焦
眉
の
課
題
と
し
て
邉
求
さ
れ
て

いる
箪
夷
と
抵
抗
さ
せ
る
こ
と
は
璽
要

で
あ
る
.

以
上
の
二
点
を
選
挙
に
あ
た
っ
て
、

各
派
に
お
け
る
展
望
を
提
示
す
る
こ
と

を
要
求
し
た
い
。
学
生
自
治
会
、
学
生

運
動
の
危
機
が
い
わ
れ
て
い
る
現
在
、

明
確
な
反
対
運
動
の
盾
路
が
見
い
出
し

褐
な
い
な
ら
目
ら
墓
穴
を
堀
る
に
等
し

いと
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
ら
。

・:三
・;

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
原
則
的
な
方
同
の

検
酎
の
上
に
、
学生
運
動
の
特
殊
的
課

題
と
し
て
全
学連
再建
問
題
に
闘
す
る

展
望
を
切
り開
かな
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

す
で
に
全
学連
再建
が叫
ば
れ
て
以

来
二
年
余
にな
る
が
いま
だ
そ
の
実
現

を
み
な
い
のは
何
と
い
う
ても
残
念
な

こ
と
であ
る
。安
保
後
状
況
と
い
わ
れ

た
こ
の
聞
、
学
生運
動
の
四分
五
裂
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の必
然
的
な
契
機
を
持
た

ざ
る
を得
な
か
った
こと
は
確
か
な
こ

と
であ
るが
、現
在
で
は
む
し
ろ
こ
れ

ら
の
苦
い経
験
を
踏
み
台
に
し
な
が
ら

こ
の
た
め
の
努
力
が
こ
れ
ま
で
行
な

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
昨

年
釆
、
各
都
道
府
県
学
連
の
再
建
が
は

か
ら
れ
、
大
管
法
に
反
対
す
る
闘
争
が

こ
れ
ら
の
地
方
学
達
の
連
絡
に
よ
っ
て

全
国
的
に
行
な
わ
れ
、
ま
た
先
日
の
五

・三
一闘
争
も
全
自
代
と
い
う
形
で
そ

の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
.
再
建さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
全
学
連
は
、
こ
の
上

に
具
体
的
な
蘭
争
の
中
で
追
求
さ
れ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
.

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
題
に関

し
て
、
わ
れ
わ
れ
脊
権
者
は
鯉争
点
召

も
、
山積
す
る
課
題
萎

保
璽

の
嚇

が
ど
こ
に
あ
る
が
探
る
こ
と
を
怠
。
て

北
以後
さ
ら
に
重
みを
加
え
て
強
大
に

一般
的
な
き
れ

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

な
っ
て
いる
時
点
で
は
、
例
え
ば
第
二

段
で指
摘
し
た
よ
う
な
情
勢
と
な
って

い
る
こ
と
へ
の明
確
な
対
決
の
姿
勢
、

そ
し
て
そ
の保
障
とし
て
の
全
学
連
再

建
が
改
め
て検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だろ
う
。

い
ご
と
よ
り
も
む
し
ろ
〃い
か
に
4
問

題
を
解
決
に
導
く
か
が
、
あ
く
ま
でも

第
一義
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い

か
ら
で
あ
る
。'
"争
点
π
を
明
確
にす

べ
き
こ
と
は
ま
た
、
各
党
派
の
立
候
補

者
も
敢
え
て
望
ん
で
お
き
た
い.

一
・二
・文
・理

そ
の結
果
がど
のよ
う
な
も
の
と
し
て

実
体
化
す
る
か
と
は
別
の
迭
兀の
、
純

"学
間
醒
で
あ
る
べ
き
だ

6

0

7

2

ユ

　エ
ユ

　よ

政
治状
況
、社
会
状
況
と
密
接
不
可
分

であ
り
、実
践
"学
間
4
の
一部
で
あ

る

44

42

42

32

前
一
著
の
二省
択
}的
な
も
の
で
は
な

い

26

38

磁

45

わ
から
な
い

5

4

2

4

無回
答

9

6

5

7コ

}
サ
ーク
ル
活
勘
に
っ
い
て
}願

運
動サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

32

29

17

16

文
化
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

セ

鵠

35

38

幻

所
属
し
て
い
な
い
が
迦
勤
サ
ー
ク
ル
に

入
り
たい

11

9

7

8

所
属
し
て
い
な
い
が
文
化
サ
ー
ク
ル
に

入
りた
い

11

7

8

8

適
当
な
サ
ー
ク
ル
が
な
い

↓

9

0

3

ー

サー
ク
ル
に
入
る
つも
り
が
な
い

3

7

5

ー

ユ

ワヨ

無
回
答

3

4

5

7

学問、実践的にが

 

、①
朝
日
(三
三
七
)
②
毎
日
(一
一

四
)
③
京
都
(四
一)
④
ア
カ
ハ
タ

(三
三
)

以
下
、
日
経
、
読
売
、
イ
ー
プ
ニ
ン

グ
。ニ
ュー
ズ
、
産
経
の
順
。

▼
週
刊
誌

①
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
い六
四
)
②
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
(
一二
)
③
週刊
朝
日

(九
)
.
以
下
、
サ
ン
デ
i
毎
日
、

週
刊
新
潮
、
週
刊
文
春
。

▼
月
刊
誌

①
世
界
(五
〇
)
②
文
芸
春
秋
(二

八
)
③
中
央
公
論
(
一五
)
④前
働

(八
)
⑤
思
想
(五
)

門宗
教
に
つ
い
て
　鱒

一
・二
・
文
・理

軸 .信
者

で
あ
る
、

7

a

、4
.
4

.

関
心
が
あ
る

24

38

38

35

関
心
が
な
い

47

52

53

40

無
回
答

4

7

5

3

}異
性
と
の
交
際
に
つい
て
㎜■

観
入
的
に
異
性
と
交
際
し
て
い
る

22

32

29

26

側
人
的
に
は
な
い
が
交
際
し
た
い

50

40

銘

40

全
然
関
心
が
な
い
13

10

11

14
,

無
回
答

15

18

22

20

酬
ア
ル
バ
イ
ト
に

つ
い
て

}闘

生
活
費
の
大
半
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
頼
っ

て
いる

6

11

6

11

生
活
費
の
一部
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
補
っ

て
いる

19

27

32

31

生
活
費
に
は
困
ら
な
い
が
、
欝
籍
。娯

楽
・そ
の
他
の
費
用
の
不
足
を
補
う
た

め
にア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

3

9

0

ー

ヨ

つり
る

ヨ

無
回
答

42

23

22

27

0
…
〃学
間
κ
に
関
す
る
項
は
か
な
り

ル
ー
ズ
な
設
問
で
あ
った
.
従
って
漠

然
と
し
た
傾
向
し
か
見
ら
れ
な
い
.

「二者
択
一で
は
な
い
」
と
い
って
も

やは
り
問
題
な
の
は
そ
の
内
谷
だ
ろ

う
.

○
…異
性
に
つい
て
は
〃個
人
的
π
に

あ
え
て限
定
11た
.
こ
の
た
め
、
回
答

のな
か
に
は
この
限
定
に
反
論
し
て
き

た者
も
か
な
り
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う

な
慧臥
で
無
回
答
に
組
し
た
首
が
多
か

っ
たよ
う
だ
。

調
査

こ
の
調
査
は
五
月
二
十
八

方
凌

日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の
五

日
問
、
学
耶
学
生
を
対
象
に
行
な
わ
れ

た
.
醐
査
人
員
は
八
六
五
人
(う
ち
、

一回
生
・三
一三
、
二
回
生
。二
八
六

学
部
・二
六
六
)
で
、
回
収
率
は
九
〇

帥
%
内
外
で
あ
る
。

・

配
布
比
率
は
理
科
系
と
文
科
系
に
わ

け
、
前
者
を
二
、
後
者
を
一と
し
た
.

こ
れ
は
教
獲
け
部
学
部
の
を
問
わ
ず
に

配
布
さ
れ
た
.
園
収
比
耶
も
ほ
ぼ
右
の

よ
う
に
な
って
い
る
.
文
。理
と
あ
る

の
は
い
ず
れ
も
学
都
で
あ
る
。

な
お
、
回
答
中
粂
件
つ
き
で
印
を
っ

け
た
も
の
は
一応
無
条
件
の
も
に
準
じ

て
区
分
し
た
。
項
目
に
よ
って
、
二
つ

以
上
印
を
つ
け
た
も
の
も
そ
の
ま
ま
有

効
と
し
、
無
効
お
よ
び
無
回
答
に
く
み

入
れ
た
。
ま
た
、
明
ら
か
に
回
答
の
必

要
の
な
い
も
の
は
無
回
答
の
中
に
は
入

れ
て
い
な
い
.

ー

ー

■冨邑

相
良
惟
一
(教
育
学

譲
羅
嶽

大
学
管
理
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
出
席
の

た
め
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
へ
」
(お
・

6
・
14
～38
・7
・
25
)
渡
辺
格
(ウ

ィ
ル
ス研
教授
)
「ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
分
子
生
物学
的研
究
調査
お
よ
び
国

際
純
粋
応
用
生
物
・
物
硬
学
機
栂
分
子

生
物
物
理学
第
一
回
学
会
に
出席
の
た

め
米
国
へ
」
(38
・
6
・
14
～お
・
8

・5
)
罵
場
三
吾
(
理学
部
講
師)
「

ア
イ
ダ
木
産ジ
ャガ
イ
モ
のカ
ル
ス形

成
の
際
に
お
け
る
酵
素活
性
の研
究
の

た
め
米
合
衆国
へ」

(お
・7
・1
～

38
。
9
・1
)野
田
又
夫
(文
学
部
教

授
)
「現代
哲
学
の
研
究
の
た
め
合
衆

国
へ」
(38
・
6
・
25
5
38
・8
・27

)
木方
洋
(教
養
部
助
教
授
)
「高
分

子
の物
理
的
性
質
の
基
礎
的
研
究
の
盟

め合
衆
国
へ」
(38
・6
・27
～
39
・6

・26
)
森
田
正
人
(
基
礎
物
理
研
助
教

授
)
「原
子
物
理
学
の
研
究
の
た
め
舎

衆
国
へ」
(38
・7
・1
～
銘
・9
。

30
)
田
中
正
三
(瑚
髪
働教
授
)
イ
モ

チ
病
に
関
す
る
研
究
調
査
お
よ
び
国

イ
モ
チ
病
シ
ン
ポ
ジ
ュー
ム
出
席
の
た

め
フ
ィリ
ピ
ン
へ」
(38
。7
・5
～

38
・7
・19
)

ー
ー

;

ー
ー
…
」

U

諸
科
学
の
最
新
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
專
門
家
の
共
同
討
議
に
よ
っ
て
、
激
動
す
る
現

代
を
多
角
的
に
捉
え
る
画
期
的
な
試
み
!

一
定
の
結
論
を
前
提
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も

具
体
酌
な
事
実
に
即
レ
て
、
今
日
の
問
題
の
核
心
を
明
ら
か
に
す
る
。
い
か
な
る
立
場

に
あ
る
読
者
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
の
問
題
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

現
代
の
エ
ク
シ
ビ
シ
ョ
ン

大

内

兵

衛

岩
波
は
諺座
がす
き
で
あ
る
。
上
手
で
も
あ
る
。
こん
ど
は
咳現
代
」
で
あ
る
。現
代
と
は
歴
史
の
集
覆
の
上
に築
か
酒
で
い
る
三
†

億
の
人
聞
の
関係
で
あ
る
。
そ
れ
が
複
雑
怪奇
であ
った
こ
と
「現
代
」
の
よう
な
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。
スプ
ー
よ
「ク
や
ボ
ス

ト
ー
ク
を
作
る自
然
科
学
、
そ
れ
に
囲
応
す
る
社
会科
学
が
こ
の
怪
奇
を見
つ
け
出し
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
社
会科
学
の
レ
ン
ズ
や
レ

ー
ダ
ーも
近
年
、
相
当
の
も
の
で
な
い
か
、
世
界
のど
こに
も
ま
け
な
い
の
で
な
いか
、
ぼ
く
は
そ
う
考
え
た
い
と
ころ
で
あ
る
.

じ

果
して
そ
う
か
、
興
物
を
見
た
い
も
の
であ
る
.
そ
う
い
う
学
問
の
道
具
とそ
れ
を
使
って
わ
か
っ
て
い
る
亭実
の
エク
シ
ビ
シ
コ
ン

が
ほ
し
い
。
岩波
の
こ
の
講
座
は
こ
の
エ
ク
シ
ビ
シ
ョ
ンで
あ
る
.
ぼ
く
は
老
ぼれ
て
こ
の
よ
う
に
速
い
科
学
の進
歩
に
は
な
か
な
か
つ

い
て
行
け
な
い..し
か
し
こ
う
い
う
エ
ク
シ
ビ
シ
ョ
ンは
見
る
こ
と
が
で
き
る
。見
る
の
が
た
の
し
み
で
あ
る
。戦
争
は
も
う
な
い
、
戦

争
を
す
る
奴は
亡び
る
.
そ
う
い
う
わ
れ
わ
れ
の願
が
空
し
い
も
の
で
な
い
こ
とが
、
も
し
、
そ
こ
に
科
学
の光
で照
し
出
さ
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、ぼ
く
は
欣
喜
雀
躍
ず
る
で
あ
ろ
シ
.

座
標
軸
の
ゆ
さ
ぶ
り

第
二
次
大
載後
の
士
八年
は
過
青
お
け
る
数世
紀
に
書
る
変
化
姦
た
ちに
も
た
ら
し
た
。
古
来
不
可
知
なる
も
の
の
器
き

桑

原

武

夫

離
朝
鞭
趨
聾
炭
畿
蹄
糠
騙
魎
醜
概
赫
脚
雑
鎌
節盤

齢
筋
麗
髪
熱
濫
⑳
鷲
瀦
髪
毅
照

現
代
は
た
Lか
に
私
た
ち
の
人
生
を
日
ゆ々
た
か
に
†る
。
貧
し
く
て
も
ゆ
た
かに
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
い
やそ
乳だ
が
ら
こ

そ
、
私
た
ち
が
人生
を
い
き
る
思
想
の
座
標
軸
そ
のも
の
を
ゆ
さ
ぶ
り
ゃ
ま
な
い。
各
民
族
は
お
の
煎
の
欲す
る
政
体
を
臼
田
に
遜
び
晶

る
ー

し
かし
キ
昌ー
バ
の
苦
悩
.
共
産薫
義は
国
家
を
な
く
す
る
I
iし
か
し
申
ソ
の
対
立
。
全
ア
ジ
ア
の友
好
I
J
レ叢

争
、そ
し
て
ソ
追
の
イ
ン
ド
へ
のミ
グ
戦
闘
機
給
与
.人
穎
破
壌
の
核
兵
甜は
廃止
せ
な
ば
な
ら
ぬ
I
J
し
かし
原
水
協
の
分
裂
、
等
々
。

講
座
「現代
」
は
時
宜
を
え
た
企
画
で
あ
る。
し
か
し
腕
者
は
そ
こ
に
定
言的
指
導
を
求
め
て
は
な
る
ま
い
。刊
行
者
の
意
図
も
瑚
塾

的
整
合
性
よ
り、
複
敬
的
接
近
に
よ
る
現
実
の
照朋
に
あ
る
と
き
く
。
内
容
目次
を
一見
し
て
、
私
の
無
知を
救
済
し
て
く
れ
そ
う
な
盛

の
と
同
時
に、
私
の
批
判
精
神
を
刺
職
し
そ
う
なも
の
を
私
は
予
感
す
る
。読
者諸
讐
も
そ
れ
ぞ
れ
鷺
査
両論
を
う
け
と
め
る
こ
と
に
レ

って
、
思
想
の
座標
軸
を
骨
太
に
さ
れ
る
が
よ
い
。

、

一特 色 一

▼
諸
科
学
の
成
果
の
上
に
立
っ
た
絵
合
的
な
現
代
研
究

▼
多
様
な
立
場
か
ら
の
実
旺
的
な
現
実
分
析

▼
両
体

制
の
競
争
的
共
存
を
前
提
と
す
る
科
学
的
な
比
較

▼
世
界
史
的
視
野
に
立
つ
日
本
の
進
路
の
探
求

▼
主

要
問
題
に
つ
い
て
の
歴
史
的
概
観
と
社
会
的
・
政
治
的

諸
事
情
の
解
説

▼
本
巻
一
四
巻
と
別
巻
二
冊
と
の
機

能
的
な
結
合

▼
詳
細
な
小
見
出
し
と
滲
考
交
献
解
説

一
回
号

第
暴
現
代
の
戦
争

現
代
に
おけ
る
国民
と
国
家
の
安
全
保障
と
は
何
か
。
こ
の
巻
は
、
兵
器
およ
び
兵
器
体
系
の
発
逮

状
況
、
東西
両
陣
営
の
戦
略
構
想
の
内容
など
を
具
体
的
に
究
明
し
た
上
で、
現
代
の
も
っと
も
さ

し
せ
ま
っ
た人
類
的
課
題
で
あ
る
安全
保
障
お
よ
び
軍
縮
の
問
題
に
、
新
た
な解
朋
を
加
え
る
。

1

現
代
の
戦
争
ー
ア
メリ
カ
鍵

略
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中心
に
ー
…
…
…
田
中
慎
次
郎

1

親
代
の
兵
器

・

・

岸
田
純
之
助

皿

現
代
の
兵
器
体
系

:
・・…
…
…

・

・

林

克

也

W

軍
事
戦
略
の
旛
間
題

:

・

・

林

克

也

吝
4角゚ 5己

 

V

現
代
の
安
全
保
障

・・…
…
…
・三

白
川
通
信
/
小
沼
通
二

W

軍
縮
の
搬
本
問
題

・:・:
:
・…
・:
:
…
・…
・:渡
辺
誠
毅
/
小
沼
通
二

W

琉
代
の
軍
事
載
略
と
日
本

・・…

…

'安

藤

徹

A
5
判
ヒ
製
園
入
/
平
均
薫
貝
〈
毎
月
一回
5目
刊
〉
各
四
八〇
円
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葡
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各
巻
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内
答
は
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に
豊
富
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の
で
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こ
こ
に
そ
の
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を
お
知
ら

せ
す
る
ζ
と
が
でき
ま
せ
ん
.
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ひ
内
容
見
本
を
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く
だ
さ
い
。
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学
生桑
会
所
と
も
体
育
銅
と
も
つ
か

な
い
小
さ
な建
物
の
す
み
を
も
う
し
わ

け
程
度に
板で
囲
ん
だ
一隅
に
自
治
会

ボ
ッ
ク
ス
があ
る
.
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
筏

復
す
る音
と
か
、
碁
石
を
醒
く
膏
、
学

生
の
歓
声な
ど
が
筒
抜
け
の
そ
の
ボ
ッ

ク
ス
で、
工
教
第
哺期
生
で
あ
り
、
来

年
卒業
予
定
で
あ
る
三
回
生
の
学
生
凱

人
に集
ま
って
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な

ζ
とを
し
ゃべ
って
も
ら
っ
た
.

彼
等
が
工
教
の
入
試
壱
受
け
た
動
機

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

ほと
んど
が
工
数
の
性
格
を
知
っ
て
い

困難

 

よこ民間就職
=ぼ くらは京大生なのか?一

貫徹した政府の意図

 

な
か
,
た
と
いう
。
工
教
が
法
律
で
躍

め
ら
れ
た
の
が
、
昭
和
三
十
六
年
五

月
、
そ
の年
め
七
月
に
入
学
試
験
が
あ

り
、
誕
属
が始
ま
った
の
は
、
九
月
に

は
い
っ
て
から
だ
った
。
つ
ま
り
現
在

の
三
回
生は
、
二年
半
の
教
育
謀
程
で

卒
業
す
る
わけ
で
あ
る
。

「予
備校
に行
って
い
た
の
だ
け
れ

ど
、
そ
の
予備
校
に
、
募
集
嬰
項
が
あ

た
の
で
、模
擬
鼠
験
を
受
け
る
よ
う
な

気持
で
受
験
し
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た

ら合
掻
、)て
い
て
…
」

「募
集
要
項
に
"工
学
部
と
同
程
度

の教
胃
を
応
す
8
と
あ
つ
た
ん
で
す
.

だ
か
ら
工
学
部
の
一部
だ
と
思
つ
て
」

入
学
当時
、
予
想
し
て
い
た
こ
と
と

実
際
と
が甚
し
く
遣
つ
て
い
て
とま
ど

つ
た
と
いう
.
そ
の
う
え
礪
蹴
も
教
官

も不
充分
だ
し
、
講
義
内
答
に
し
て
も

一般
教獲
科
目
の
比
蔀
は
一般
大
学
の

比
較
に
な
ら
な
い
程
低
い
「こ
ん
なは

ず
で
は
な
か
った
」
と
い
う
の
が
第
一

期
生
ほ
と
ん
ど
の
抱
い
た
廠
檎
だ
と
い

う
.入
学
当
時
、
受
験
参
考
層
を
持

ち
歩
いて
いる
学
生
の
姿
も
見
ら
れ

た
.
在
籍
の
ま
ま
で
、
大
学
を
受験
す

る
こと
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
が
、
コ

ッソ
リ
受
験
す
る
も
の
も
か
な
り
い
た

ら
し
い
.
そ
れ
で
は
工
教
の
学生
の生

活
一般
は
ど
う
な
の
か
。第
一期
生
が

一回
生
で
あ
った
当
時
を
中
心
にし
て
【

述撰

欝
馨

箋

㎜,

成
所
で
異
な
っ
て
い
て
、
国立
一期
校

と
問
じ
日
獲
行
な
う
所
(広
島
大
な
ど

)
二
期
校
と
伺
じ
日
(北
大
な
ど
)
あ

る
い
は
京
大
の
場
合
のよ
う
に
"国
立

第
三
期
校
`
と
い
わ
れる
よ
う
に
、
三

月
未
に
行
な
う
所
と
さ
ま
ざま
で
あ
る

科
目
は
京
大
の
燭
合
、
数
学
、
理
科

(物
理
、
化
学
)
、
英
詣
の三
科
目
で

あ
る
.
第
}期
生
(三
回生
)
の
場
合

捕
欠
採
用
は
な
か
った
らし
いが
、

二
期
、
三
朔
に
は
、
他大
学
と
ふ
た
ま

た
を
か
け
て
い
る
も
の
が多
く
、
二次

三
次
禰
欠
で
合
格
した
も
の
が
非
常

に
多
い
と
い
う
.
し
かし
二期
生
の
場

合
、
工
教
の
性
格
罷
知ら
な
か
った
の

も
か
な
り
い
て
、学
生
大
会
で
、
そ
の

性
格
を
知
り
、
大
量
に
やめ
て
し
ま
っ

た
.
電
気科
な
ど
は
定
員
四
十
人
に
対

し
て
二
十
四人
し
か
いな
い
.

「ぼ
く
たち
は
"京
大
の
一部
躍
と

思
っ
て
は
い
っ
てき
た。
入
学
時
に

は
、
教
授
も
β君達
は
京
大
生
な
の

だ
。
京
大
生
とし
て
の誇
り
を
も
て
`

と
言
っ
て
いた
。確
か
に
所
長
も
工
掌

部
長
が
兼
任
し
て
い
るし
、
京
大
の
教

冒
が
講
義す
る
。
し
かし
、
や
は
り

"教
員養
成
所
4な
んで
す
よ
。
講
稜

は
広
く
浅く
で実
のあ
る
も
ん
じ
ゃ
な

い
。
最初
か
ら教
員
確
保
の
た
め
の
も

の
だ
か
ら
、技
術
な
んで
問
題
じ
ゃ
な

い
。
と
に
か
く理
論
を
結
め
込
め
は
そ

れ
で
い
いと
いう
態
度
で
す
.
あ
と
に

な
っ
て所
長
が
"君
遷
は
京
大
生
で
は

な
い
露と
は
っき
り
竺
明
し
ま
し
た
.

東大
に
いな
が
ら
京
大
生
で
な
い
と
い

うあ
や
ふ
やさ
、
い
った
い
こ
れ
か
ら

先
どう
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
と
不

濡
が皆
の心
に
わ
だ
か
ま
って
い
ま
し

たね
」

卒
簾
単
位
数
は
各
工
教
で
ま
ち
ま
ち

ー

i
だ
が
、京
大
の場
台
百
十
二
単
位
で
大

掌
に比
べ
て非
常
に
少
な
い
.
今
年
か

ら
落
鯖制
がし
か
れ
た
が
、
落
第
し
た

も
の
は
、
三人
で
非
常
に
少
な
い
。

「工
教
の
学
生
は
、
三
年
間
で
修
得
し

な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
大学

学
生
の
よ
う
に
厳
し
く
で
きな
い」
と

も
の
わ
か
り
の
い
いと
こ
ろを
見
せ
ら

(?
)
教
授
も
い
る
と
か
。講
義
時
聞

は
八
時
半
か
ら
五
時ま
で
、各
科
、各

学
年
とも
、
一週
聞
ほと
んど
休
み
な

し
に
進
ん
で
い
る
。
し
かも
ほ
ぼ必
修

だ
。
一般
教
養科
目
は半
年
単
位
、話

学
は
一回
生
の
時
の
み英
誌と
独
誌
を

習
う
。

夷
北
大
な
ん
か
始
めは
工
学
部
の
中

で
学
部
学
生
と
一諸
に講
義
を
受
け
て

≡
=
≡
筆
≡
冨≡
一一一≡
覇
≡
一≡
ヨ
=
一「「≡
=
一=≡
曇
≡
鵠
}≡
蓬
≡
≡
ロ羅
≡
一寮

い
たん
で
す
.
今
は
別
で
す
け
れ
ど
.

し
かし
、学
校
が
本
学
と
継
れ
て
い
る

のは
閑工
大
と
京
大
だ
け
で
す
.
」

「な
げ
や
り
な
講
義
が
多
い
と
感
し

る
。も
っと
研
究
意
欲
を
お
こ
さ
せ
る

よ
う
な
、能
力
に
応
じ
た
講
義
を
や
っ

て
ほし
いと
痛
切
に
感
し
ま
す
。
ぼ
く

達
は
米
年
卒
業
す
る
ん
だ
け
ど
、
教
員

とし
てや
って
行
く
自
信
を
持
って
い

る
も
のは
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い

で
す
か
」

こ
の
よ
う
な
状
態
で
改
踏
遡
動
が
お

一
一唱国躍

顯

勃 蹉≡
-

r

ヨ 葦1-.■
」罐≡

≡凱5崔

翻 剛産■7湘團■闘■
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(3)

の.高

.

リ
コロ
ロロココのり

.淫

き
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
.
設
立当

初
か
ら
す
で
に改
醤
委員
会
が
でき
、

翌
三
十
七
年
、
工
学
部
自
治会
と
一舘

に
自
治
会
が
結成
さ
れ
、
四年
制
の
実

現
、
施
設
の拡
充
、
な
ど
の身
近
か
な

要
求
か
ら運
動
が進
め
ら
れ
てき
た
、

三
十
七
年
三月
には
全国
工
教
の
代
表

者
が
集
ま
っ
て横
の連
絡
が
で
き
、
工

教
学
友会
が
設置
さ
れ
、
右
月に
は
、

工
教
そ
のも
の
の
全面
的
再
検
討
を
娯

求
し
て
無制
限
スト
には
いり
、
文
部

省
な
ど
と
、
団交
を
窟
ね
た
の
は
間
知

永
遠
の
よ
び
か
け
を

史

 

現
実
の
無
化
の
過
程
で

現
代
の
映
圓
批
評
の
状
況
を
、
そ
こ

で
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
謁
ら
れ
て
いる

が
、
た
だ
ひ
と
つ
映
画
の
こ
との
みが

い
っこ
う
に
酷
ら
れ
る
こ
と
のな
いと

う
状
況
だ
と
す
れ
ぱ
、
アラ
ン
レ
不

[叢

。
多
リ
エ
と
か
の映
饗

の
出
現
は
、
彼
等
の
訊
み
が極
度
に
本

源
的
な
問
い
か
け
であ
る
こと
に
よ
う

て
、
現
征
み
ら
れ
る
批評
方
法
籾
て
を

空
無
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
いう
こ
と

は
疑
い
な
い
。
彼
等
の
いわ
ば
解
答
の

永
久
不
在
の
中
で
問
い
かけ
の
みを
に

な
い
つ
づ
け
る
と
い
う
行
為
が埴
谷
雄

高
の
こ
と
は
を
か
り
るな
ら
か
つて
宗

教
と
哲
学
が
に
な
っ
て
い
た形
而
上
学

的
課
題
を
は
た
し
て
映画
が
にな
い
得

る
か
と
い
う
ひ
と
つ
の笑
験
で
あ
る
以

上
、
批
評
行
為
も
ます
ま
す
根
源
的
に

例
え
は
映
囲
製
作
が
人
問
の想
像
力
作

用
の
一発
現
体
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

こ
の
映
醐
製
作
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ

る
想
像
力
作
用
と
は
い
っ
た
い
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
の
か
、
い
か
な
る
力
学

的
関
係
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
発
現
す
る

も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
の
解

決
を
ど
う
し
て
も
迫
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
か
つ
て現
代
に

お
い
て
は
文
学
と
は
何
か
と
い
う主
題

が
文
学
の
唯
一つ
の
主
題
であ
る
と
い

う
こ
と
が
琶
わ
れ
ま
し
た
が
、映
画
と

は
何
か
と
い
う
主
題
を
映画
が自
己
の

唯
一つ
の
主
題
と
す
る
状況
がそ
こに

あ
る
わ
け
で
あ
り
、
映
画
批評
そ
のも

の
も
こ
の
間
い
を
ひ
きう
け
て
、
や
が

て
映
画
そ
の
も
の
と
映画
批
評
そ
のも

の
が
互
い
に映
画
と
は
何
かと
いう
問

い
を
反
響
さ
せ
る
と
いう
新
たな
る状

況
に
転
身
し
て
ゆ
く
と
いう
ζ
と
を予

想す
る
こ
とが
出
米
る
わ
け
で
す
。
と

こ
ろ
が映
画
と
は
何
か
と
問
う
と
九
官

鳥
の
よう
な
連
中
が
映
圓
と
は
映
像
を

武
器
と
す
る
新
し
い
芸
術
で
あ
る
な
ど

と
し
た
り
あ
り
げ
に
解
った
よ
う
な
口

を
き
く
が
こ
れ
ら
は
全
て
ま
っか
な
嘘

で
あ
って
映
圃
と
は
何
か
と
い
う
問
い

は
こ
れ
ら
全
て
の
答
ら
し
き
も
の
も
、

九
冒
鳥
遣
も
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
人
閲
存

在
を
も
ま
き
こ
ん
で
固
い
か
け
ら
れ
る

巨
大
な
疑
問
符
で
あ
って
、
こ
の
疑
問

符
を
さ
さ
え
る
こ
と
が
問
い
か
け
の
行

為
で
あ
る
こ
と
は
暑φ
つま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
全
て
を
疑
問
化

す
る
行
為
が
い
わ
ゆ
る
這
渡
期
に
お
け

る
照
識
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
と
す
る
な

ら
、
そ
の
時
慧
瀕
ぽ
可
能
な
か
ぎ
り
巨

大
な
幅
を
も
った
振
幅
の
う
ち
に
自
己

の
目
由
を
実
現
し
よ
う
と
し
、
は
て
は

郎

一

不
可
能
性
の
領
域
に
ま
で
到
達
し
よ
う

と
思
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
遂
に狂
人
と

な
り
お
え
た
ニ
ー
チ
ェ
の先
達
がく
っ

き
り
と
目
の
前
に
え
が
かれ
て
いる
の

で
あ
りま
す
.
それ
は
「も
し
世
界
が

篠
在す
る
な
ら
は
」と
いう
だ
い
た
ん

な
仮
定
のも
と
に
しか
ア
ン
ト
ニ
オ
ー

二
が
そ
の
映
圃
を
つく
り
得
な
か
った

と
いう
こ
と
であ
り
、近
親
相
姦
の
二

の通
り
で
あ
る
.
今
年
は
「研
修
制
展

の確
立
」
「転
編
入
学
の
突
現
」
「完

全
就
職
の
笑
施
」
な
ど
の
要
求
を
出
し

て
闘
争
を
組
む
予
定
で
あ
る
が
、
学
友

会
(全
国
組
織
)
で
は
二
十
日
頃
の
全

日
授
業
放
棄
を
提
起
し
、
京
大
で
も
十

三
日
の
学
生
大
会
で
そ
れ
を
決
議
し
て

い
る
。
し
か
し
、
彼
等
の
闘
争
の
基底

に
あ
る
も
の
が
、
身
分
の
あ
や
ふ
や
さ

ひ
い
て
は
就
職
の
不
安
と
密
接
に
つ
な

が
って
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

工
教
は
釆
春
始
め
て
卒
業
生
を
出

ら映 園 「処 女 の 泉」か

す
.
般
立
目
的
が
、理
科
系
学
生
の
民

間
進
出に
よ
る
教員
の不
足
を
補
い
、

教
員
供
給
を確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
以

も

上
、
教
員以
外
に就
撒
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
い
.
現
に
全国
工
教
所
長
会
議

で
も
、
民
聞企
薬
に
は
就
職
を
あ
,せ

ん
し
な
い
と
いう
こと
を
申
合
わ
せ
て

い
る
。

「
今年
の卒
業
生
は
、
教
員
が
不
足

し
て
い
る
と
いう
現
状
か
ら
就
職
は
あ

る
程度
保障
さ
れ
て
い
る
.
し
か
し
不

足
を補
っ
たあ
と
、現
在
の
一回
生
が

卒
簗
す
る
時
、あ
る
いは
そ
れ
以
後
は

ど
う
な
る
ん
です
.
」

「講
義
内
籍
臼体
が
教
員
し
か
な
れ

な
い
も
の
だ
か
ら
、自
分
の
意
志
で
就

職
先
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で

す
。
民
聞
企
策
に
個人
的
に
行
,て
も

"大
学
の
学
生
し
かと
ら
な
い
8
と
い

わ
れ
る
.
」

コ
ニ年
聞
で痛
切
に
醸
じ
た
こ
と

は
、
工
教
は
ま
さ
に政
府
の
意
図
逓
り

運
営
さ
れ
て
い
ると
い
う
こ
と
で
す

ね
」不

安
足
な
身分
規
定
と
就
職
の
保
陣

の
な
い
こ
と
か
ら改
茜
運
動
が
進
む
の

は
、
工教
そ
のも
のが
な
く
な
ら
な
い

か
ぎ
り続
く
だ
ろう
.
(倉
・オ
)
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部
作
を
つ
く
る
こと
に
よ
って
ま
す
ま

す
異
常
な
るも
の
への
傾
斜
を
つよ
め

て
い
る
と
いう
ベル
イ
マン
が
北
欧
に

い
る
と
い
うこ
と
で
あ
り
ま
す
.

さ
て
こ
のよ
う
な
状
況
の
中
で
い
ま

A
君
が
強姦
を
主
題
と
す
る
映
圃
を
創

ろ
う
とす
る
こと
は
彼
が
ス
イ
ー
ト
・

ホ
ー
ムを
主
題
と
選
ぷ
よ
り
も
は
る
か

に常
識的
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
.
と

ころ
で
こ
のよ
う
に
強
姦
の
映
画
化
を

意
図
し
た
と
こ
ろ
の
A
君
が
ま
さ
に
そ

の瞬
間
に薗
面
す
る
こ
と
は
彼
の
そ
の

意
図
そ
の
も
の
が
強
姦
を
撮
る
こ
と
を

彼
に
禁
止
す
る
と
い
う
鷲
く
べ
き
出
釆

事
な
の
で
ず
.
力
萎
フ
の
前
で
い
か
に

真
に
せ
ま
った
演
技
が
展
開
さ
れ
よ
う

と
、
あ
る
い
は
カ
メ和フ
が
ひ
そ
か
に
現

笑
の
行
為
を
写
し
と
ろ
う
と
拳
態
は
A

君
の
中
で
い
っ
こ
う
に
変
り
ま
せ
ん

い
ま
や
A君
は
強
姦
を
フ
ィ
ル
ム
に

や
き
つ
け
た
い
の
で
あ
う
て
強
姦
以
外

の
な
に
を
も
撮
る
意
志
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
が
し
か
も
強
姦
を
撮
る
こ
と
が

出
釆
な
く
な
っ
て
い
る
の
です
.
こ
の

秘
密
を
解
く
た
め
に
さ
ら
に
こ
の
強
姦

さ
わ
ぎ
を
つ
づ
け
て
み
ま
す
と
、
さ
て

7
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A
君
に
と
うて
強
姦
と
は
旧体
何
で
あ

りた
の
で
し
ょ
う
.
強
姦
、
速
度
の
愛

と
い
う
の
が
シ
ュー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
、

ア
ン
接

・プ
ル
ト
ン
の
定
義
で
す
が

A
君
に
と
って
強
姦
と
は
、
彼
が
強

姦
す
る
も
の
で
あ
り
同
時
に
強
姦
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
あ
る
い
は
強
姦す
る
こ

と
を
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
た
強姦
さ

れ
る
こ
と
壱
す
る
も
の
で
あ
り
、
そし

て
ま
た
岡
時
に
そ
れ
ら
全
てを
見
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
そ
こに

む
か
っ
て
駆
け
つ
け
て
い
るも
の
であ

り
あ
る
い
は
ま
た
そ
ζ
か
ら
い
そ
い
で

走
り
去
っ
て
い
る
も
の
で
ある
等

と々

果
て
も
な
く
A
君
の
思
考
は
展開
さ
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
.
そ
し
て
こう
いう

無
数
の
人
々
で
あ
る
彼
は
ま
た
強姦
そ

の
も
の
に
思
い
を
ζ
ら
し
、
そ
れ
が男

が
ま
さ
に
男
に
な
り
、
女
が
まさ
に女

そ
の
も
の
に
な
る
瞬
聞
で
あ
る
こと
を

確
認
し
、
さ
ら
に
男
が
男
であ
る
ま
ま

に
、
ま
た
女
が
女
で
あ
る
ま
ま
に男
と

女
の
二
つ
の
存
在が
ひ
と
つ
に
濯解
し

あ
う
瞬
聞
で
あ
る
こ
と
に
も
気
が
つき

ま
す
.
こ
の
よ
う
な
と
め
ども
な
い論

一理
を
た
ど
っ
て
い
る
う
ち
に
A
君は
そ

れ
ら
全
て
が
あ
る
ひ
と
つ
の
イメ
刀
ジ

に
吸
収
さ
れ
る
の
に
気
が
つき
ま
す
.

例
え
は
、
あ
る
人
に
と
,
て
はそ
れは

異
様
な
か
た
ち
を
し
た
男
根
が不
定
形

の
晴
黒
の
穴
であ
る
ヴ
ァギ
ナ
の奈
落

を
果
て
も
な
く
ひ
ら
ひ
ら
と落
下
し
つ

づ
け
る
虚
無
のイ
メ
ー
ジ
こし
て
え
が

か
れ
ます
.あ
る
いは
あ
る
人
に
と
っ

て
はシ
ャ
ム双
生
児
の
よ
う
に
奇
怪
な

形
をし
た両
性
貝
有
者
が
真
紅
の
空
間

の中
で
こ
ち
ら
に
む
け
て
ニタ
ニ
タ
と

笑
いか
け
る
と
い
った
ごと
き
イ
メ
ー

ジ
を
想
起
さ
せ
ま
ず
.
も
っと
A
醤
が

こ
れ
を
っき
つめ
た
い
と
思
った
ら
あ

る
い
は
そ
れ
は
頭
脳
の
中
で
ジ
イ
ー
と

鴨
って
い
る
か
す
か
な
音
と
し
て
粘
異

す
る
か
も
レ
れ
ま
せ
ん
.
そ
し
て
そ
の

時
彼
が
ふ
と
晒
黒
の
夜
空
を
見
上
げ
て

そ
こ
に
臼
い
星
の
群
を
見
つ
け
る
な
ら

あ
る
い
は
そ
の
天
の
川
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
が
大
地
と
宇
雷
の
箆
父
に
よ
る

精
液
と
し
て
映
ず
る
か
も
し
れ
ませ
ん

ア

ノ

ニ
マ
ス
へ
の
転
身

こ
のよ
う
に
行
な
わ
れ
る
イ
イ
ジ

化
はも
は
や
最
初
の
強
姦
と
い
う
ノ
ニ

マス
(名
の
有
る
)
な
も
の
か
ら
し
だ

いに
ア
ノ
ニ
マス
(無
名
の
)
な
も
の

ノへと
移
行
転
身
す
る
過
程
で
あ
り
、
モ

ー
リ
ス
・プ
ラ
ン
シ
ョの
言
葉
を
借
り

垂

{
黎 責 鑓 餐多 膝2讐 峯
重 こ が る ざ組 メ 労 務 これ あ
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れ
は
非
人
称
化
の
進
行す
る
過
程
であ

り
ま
す
。
こ
の
過
程
は想
像
力作
用
の

本
質
的
作
用
で
あ
り
、
た
と
え
ば
怒
り

と
か
恐
怖
と
か
の
感
槽す
ら最
初
のな

に
も
の
か
へ
の
怒
り
、な
にも
の
か
へ

の
恐
怖
と
い
う
具体
的な
も
のか
ら
し

だ
い
に
ア
ノ
ニ
マ
スな
、無
名
の
感
情

感
情
の
原
形質
の如
き
も
の
に
変
身

す
る
の
で
あ
り
ます
.
し
た
が
って
わ

れ
ら
の
A
暑
は強
姦
を
映
画
に
し
よ
う

と
す
れ
ば
まず
強
姦
から
遠
ざ
か
ら
な

け
れ
ば
な
らぬ
ので
す
ー
遠
ざ
か
づ
た

と
い
っ
ても
そ
こに
な
に
が
あ
る
か
と

　い
え
は
勿
論強
姦
し
か
な
い
の
で
す
が

こ
の
遠ざ
かり
な
が
ら
近
づ
く
と
い

う
過
程を
第
一過
程
と
し
ま
す
と
、
こ

の
過程
は
現
冥
に
対
す
る
否
定
、
つ
ま

り現
笑
の無
化
の
過
程
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る創
造
過
穆
に
根
源
的
に
働
く
も
の

で
あ
り
ます
.
そ
し
て
作
家
の
資
質
は

まず
こ
の過
程
の
徹
底
さ
に
よ
って
決

め
られ
ま
す
。
ち
な
み
に
日
本
の
映
画

監
督
のな
か
で
作
家
と
よ
ぷ
に
価
す
る

も
の
が
(
「秋
津
温
泉
」
の
吉
田
喜
重

を
は
ぶ
いて
)
皆
無
で
あ
る
と
い
う
の

も
多
分
この
基
音
と
も
い
う
べ
き
も
の

が
そ
の作
品
に
ひ
び
い
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
に
よ
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
・

さ
て
、と
こ
ろ
で
作
家
に
と
って
現

実
な
る
も
の
は
、
こ
の
奇
妙
な
単
琶
の

み
であ
って
、
そ
れ
以
外
の
全
て
は
現

災で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
よ
く
現
実
と
夢

が交
鐘
す
る
と
鳥
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は腫
で
あ
って
夢
と
夢
が
交
鑓
す
る
と

ζ
ろ
の現
災
が
あ
る
だ
け
な
の
で
す
.

し
た
が
っ
て
っつ
く
第
二
過
程
(表
現

過
程
)
は映
閣
に
あ
って
は
シ
ナ
リ
オ

創作
、撮
影
、
編
集
の
三
段
階
を
含
む

過
程
で
す
が
、
こ
れ
を
全
て
作
者
の
盟

く
る
し
い悪
夢
に
た
と
え
る
事
が
出
米

る
と
慰
いま
す
.
そ
し
て
作
者
は
、
我

が々
夢
に
お
い
て
自
由
で
あ
る
と
同
じ

く
作
品
に
お
い
て
自
由
で
あ
り我
々
が

夢
に
お
い
て
反
自
由
で
あ
る
と
同
じ
く

作
品
に
お
い
て
反
自
由
で
あ
り
ます
.

し
た
が
って
第
一過
程
を
経
た
い
ま
強.

姦
の
映
圃
を
創
ろ
う
と
す
る
A
君
は
そ

の
映
圃
の
中
に
に
具
体
的
な
強姦
のシ

ョ
ット
を
含
む
必
要
は
いさ
さ
かも
な

い
わ
け
で
す
.
こ
の
第
二
過程
に
つ
い

て
は
く
わ
し
く
述
べ
る
こと
を
避
けま

す
が
、
そ
れ
は
シ
ナ
リ
オ
を
欝
い
て
い

る
ペ
ン
先
か
ら
冨
葉
が逃
げ
て
ゆ
く
過

程
で
あ
り
、
カ
メ
ラ
のレ
ンズ
の
前
か

ら
被
写
体
が
逃
げ
てゆ
く
過
程
で
あ
り

い
合
う
と
い
う
い
ら
だ
た
し
い時
間
を

含
ん
だ
過
程
で
あ
り
ます
.
それ
は
悪

夢
に
、
追
い
か
け
の
悪夢
に酷
似
し
た

過
程
で
あ
り
ます
。さ
て
この
よ
う
な

第
二
過
程
は第
【過
程
を
ふく
め
て
「

否
定
の
否
定
」
の過
程
で
あ
り
、
そ
こ

で
は否
定
の否
定
は
背
定
で
あ
る
と
す

る
正常
論
理
は
許
さ
れ
ず
、
冒
う
な
ら

一は否
定
で蓉

と
同
鷺

警

に
建

でも
あ
る
、
も
し
く
は
否
定
で
も
な
く

肯
定
で
も
な
い
あ
る
異
様
な
視
点
の
構

築
過
程
な
の
で
あ
り
ま
す
.
こ
の
「否

足
の
否
定
」
の
行
為
こ
そ
が
解
答
の
永

[遠
不
在
の
中
で
の
閥
い
か
け
の
行
為
の

憲
味
で
あ
り
、
も
し
不
司
能
性
の
映
國

が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
こ
の
行
為
の
無

限
の
進
行
の
中
に
こ
そ
あ
る
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
.
(京
大
掻
済
掌
部
圏

回
生
・映
圓
部
)

そ
し
て
シ
ナ
芽

と影

と
編
集
が
三

い
に
互
い
を
無
化
しよ
う
と
し
て
き
そ

藁
塗
鷺

コ
γ
メ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

"大
将
軍
`
自
慢
の
味
と
値
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

う
レ
て
い
ま
す
。

◇
コ
ン
パ
お
圏人
二五
〇
円
より

◇
ぼ
立
の
冨

可
鶏

朋
翼
競

一

◇
齢
塵
罫
尉
・サ
塵ビ
ス
斜
。駐
翼斜
は
一切

葦

雛 大將軍u
コ誕・四桑 六 冨 蟹 急葭TEし.(84)9161.9162

お
れ
の

選
た
く
に

間
違
い
な
か
っ
た

あ
い
つ
の

に
お
い
は

お
れ
と
同
じ
だ
が

い
い
じ
ゃ
な
い
か

かお りの よい

爵頂
へ,-
N:門 〆7

大きく飛躍を試みる/
費本金3億1千500万 円
本 社 京都市東山区一橋野本町11

TEL京 都56-1106(代)56-7171(代)
営業所 大阪・北陸・名古屋・東京・京都
工 場 京都・川崎
製 晶 界面活性剤、石油化学二次製品

有機合成薬品、家庭用製品

結 集

 

の

力

能

箋

● 進 ん だ 経 営 理 念

● た く ま しい 成 長

● 若 くす ぐれ た 知

● 豊 か な 明 る い 環

業務内容や受験手続について詳細にお知りになり
たい方は遠磁なく本社人學課まで手紙、または電
話してくださるか、直接お越しください。

σ 三洋化成工業株式会社
(旧社名 三洋油脂工業株式会社)
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第115弱,,糊 ㈱ 常 惰 β う起 麟 噺 肝 闘 昭租38年(1963年)6月179(肋 日)・(4}

10余 年間 受 験生の皆 さんに読み続け られて きま した。7馴0日 発 売/京 大入試分析■出題と採点の立場ヵこら38年度問題の分析、最近3年 聞の問題と責任解答
謙.'.° 論・::翻'・'・ …

謹

≡難'

蕪遙

≡≡≡
綾≡蒸

7

,.

。..°:':°2::.。'曾 ・・

1京 受 人 の 己占 ご曹

、'… 一 牒 鴇 隅'◆ °;'

'口 京大入試傾向と対策■九学部の全容紹介■京大生になつてからの生活設計■効果的な
:

勉強のしかたから受験場まで指導 【A5判252頁¥250円 〒60円】

ミ
瀦囎 京 都 大 学 新 聞 社 覇Lマ2劉翫禦旧一

'『OMOBO

躰 最大の総合せんいメーカー 東 洋 壽窮
合繊へのた くま しい進 出!全 世 界にまたが る強 力な組織網!
将来の幹部候 補 としての計画的な採用!未 来 を開 く若 きブレー ンを求 む!

33年 34年 35年 36年 37年 38年

大学卒事務系 13 lI 12 12 16 13

大学卒技術系 37 24 21 23 61 311

*過 去6年 間の採 用実 績 は次表 の 通 り

●初任給(学 部卒)22,700円,3年 後

約26,000円(べ 一スァップにより7月か

らさらに増額の見込み)
*と もか く一度 はご連 絡下 さい。

大阪市北区堂島浜通2丁 目8東 洋紡績株式会社 人事課TEL(361)1331
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ヨーロ ヲパ最大の事務機綜合メーカー

世 界最大 の加算 機 ・計 算機メーカー

◎才頓べ亨テ4は 、イタリアに九大工場、41支社のほか、世界22力国
に同系会社、126国に代理店をもつ従業員5万 人、資本金600億 リラ

(350億円)の 事務機械綜合メーカです。
◎生壷機種は、加算機、電動計算機噸会計機、電子統計変換機、電子

計算機、通信機械、各種のタイプライター、スチール製事務用具です。
◎口本才リペ,テ ィは、国産品との競合の殆んどない計算機、会計機
の領域で、技術革新に対応して事務の改善、合理化をはかり、能率同

上をとうして日本社会の進歩に貢献すべく、去る昭和36年に設立され

ました。当社は、若さと、向上とを旗印に㌦いま創設の礎石をきづき
つつあるのです.

(田和38隼度入社田愈践・換迎賓鱈)

採用人員

庫暮糞着

営粟部社員160名 ・事務系(統 計)若 干名
(イタワア語会話のできるもの若千をふくむ)
昭和39年3月b大 学ならびに大学院卒業見込のもので

下記の要件を充レ セールスマγとして、早期に幹部

社員の活躍を希望するものo専 攻学部は聞い喜せん●
1.事務能率の改善業務に関心を有する人
2.健康、明朗で指導力を有する人

3.フμソテア精神に富み、積極的に仕事と
取組んでゆこうとする意欲ある人

4・創設の苦しみと喜びを愛し、自aの 才能を新し
い天地で最大に発揮したいと望む人

提 田書 類 履歴書、写真、成績証明書、身上調書、人物調書
戸籍抄本、身体検査票

応募〆切日 昭和38年6月10目(送 り先本社)

選 考 日 選考の日時、場所は本人に直接通知します
選 考 内容1次 、2次 、3次 とも面接選考

1類 送 先 本社人事選考部宛
◎詳細は大学就職部、または本社人事選考部にお間合せ下さい.

日本オ リベッティ株式会社
‡ 社O東京都新宿区角薯1h心27隅 叢ビル 電(369)軸6ゐ剛0支 社・東京・横浜●六阪●名古屋
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